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有舌尖頭器とは更新世／完新世移行期に作られた狩猟用石器である。近年、日本列島の更新世

末期における陸上生態系／植生史が明らかとなることで、針葉樹林から温帯の落葉広葉樹林へと

いう陸上生態系の急変が明らかとなっている。この急変とほとんど軸を一にして、日本列島に出

現／消滅した狩猟具のひとつが有舌尖頭器である。旧石器文化から縄文文化へという文化の変化

と画期に消長関係が合致する有舌尖頭器は、縄文文化形成の動態を解くきわめて重要な考古文物

としてこれまでに学界で注目されてきた。 

同石器は、晩氷期中盤から末期にかけて地域差をもちつつ、日本列島（九州―四国―本州をひ

とつの陸塊島とし、北海道を大陸から突き出した半島とする古地理）のほぼ全域で盛行する。晩

氷期後半に凡そ対応する約 13,600 y.B.P.から 9,800 y.B.P 頃における日本列島の有舌尖頭器群が

本論文のおもな検討対象である。 

 

これまでの研究は「かたち」の文化規範を探ることに端を発し、その延長上にある諸研究は現

在の資料から矛盾をきたしている。第 1 章では一系統的起源論を前提とした「形」・「型」の研究

史を回顧して、有舌尖頭器の学史にある上記の問題を詳しく描出する。 

第 2 章では石器づくりの実験考古学により、独自の方法論を生みだす。まずは有舌尖頭器の復

元製作を行い、その複製資料を使って剥離面の解析を行い、石器作り動作の型を指摘する。使用

するデータは申請者・T.Dillard の複製品、民族資料等である。結論として、石器作りには「正位」・



「逆位」の加工法があり、この２つの加工法は共に辺に対して水平の剥離を生み出すものの、辺

に対して上下に傾く剥離をより安定して生み出す傾向にあることを明らかとする。この結論は複

製資料の剥離軸を定量的に調べることで導出された。すなわち、右辺で左下方へ、左辺で右上方

へと傾く右肩上がりの剥離面は正位の剥離により効率的につくられ、右辺で左上方へ、左辺で右

下方へと傾く左肩上がりの剥離面は逆位の剥離により効率的につくられる傾向が明らかとなった。

これは石器作りの動作とそれが生みだす痕跡の間にある強い相関関係として指摘された。第 3 章

以降は、このような傾く剥離をもつ有舌尖頭器を対象とした考古学的分析をおこなった。 

第 3 章では、斜行有舌尖頭器を提唱して、その日本列島における分布と展開を検討した。筆者

および先学が集成・紹介した本州・四国・九州・北海道に於ける 305 遺跡以上の有舌尖頭器が主

たる検討の対象となった。第 3 章の結論としては、日本列島における斜行有舌尖頭器は本州西半

部と北海道に安定して認められ、北海道で左肩上がりの有舌尖頭器を主体とし、本州以西で右肩

上がりの有舌尖頭器を主体とすることが指摘された。日本列島における斜行有舌尖頭器は、北東

北地方付近を境とする西と東で斜方向を真逆としたことが明らかとなった。 

では、この斜方向の違いは何を物語っているのか。そして、その歴史的意義はどのように解か

れるのか。斜方向／剥離順序から石器扱いを読み解いたのが第 4 章である。 

第 4 章では、二つの石器扱いを導出する。この作業により、日本列島の有舌尖頭器が一系統的

存在であるということに対する最初の否定的根拠が提出されることとなった。 

二つの石器扱いは石器作りの経験から以下のように導き出された。正位の剥離により連続的な

剥離をうみだすとき、左辺で向こうから手前に剥離が進行し（↓）、右辺で手前から向こうに剥離

が進行する（↑）。一方、逆位の剥離はすべてこの反対の仕組みとなる。逆位の剥離が手前への剥

離である以上、向こうに高所があり、手前に低所があることが打面の強度と剥離誘導の安定性を

保障するうえで必要となる。したがって、逆位では右辺で向こうから手前に剥離が進行し（↓）、

左辺で手前から向こうへと剥離が進行する（↑）。すなわち、正位の剥離のとき、左辺で向こうか

ら手前（↓）／右辺で手前から向こう（↑）の剥離順序が導出され、逆位の剥離のとき、右辺で

向こうから手前（↓）／左辺で手前から向こう（↑）の剥離順序が導出されることを指摘した。

（註）向こう、手前などの表現は割り手から見た空間を指す。 

以上を踏まえたうえで、考古資料の石器扱いが遺物の詳細な観察により検討された。その結果、

正位の石器扱いの証拠を突きつける剥離の順序／向きは、本州・四国の右肩上がりの有舌尖頭器・

尖頭器群から導出された。一方、逆位の石器扱いの証拠を突きつける剥離の順序／向きは、北海

道の左肩上がりの有舌尖頭器・尖頭器群から導出された。このように斜方向と加工手順という実

証的な手がかりから日本列島における二つの石器扱いが導き出された。 

以上の分析を介して重要となったのは、有舌尖頭器の石器扱いが本州・四国と北海道では全く

異なるという推論であった。石器扱いは石器作りの動作により生まれるが、これは学習、伝承さ

れるものであるから、石器扱いの違いとは、各地方ですでに存在する石器作りシステムの違いを

反映している可能性が高いと予想された。そこで次に、有舌尖頭器のみならず、斜めの剥離をも

つ石器群（斜行石器群）の検討をしたのが第 5 章以降である。 

日本列島の東と西で認められる石器扱いの東西差は、いつの時期、どの程度の期間に、どのよ

うな背景から形成されたのか。第 5・6 章では、日本列島各地における有舌尖頭器の消長関係を

明らかにすると共に、東西・2 つの有舌尖頭器群を内包する斜行石器群の様相を検討した。東西・

斜行石器群の展開：その時間と構造／有舌尖頭器の由来までを検討した。 

第 3 章から第 6 章までの検討を通して、東西・斜行有舌尖頭器の展開・構造・時間・由来に関

する推論は次のように果たされた。 



1） 日本列島における一方向型の斜状平行剥離を施す有舌尖頭器は、斜方向の差で異なる分

布を示す。本州西半部に分布する斜行有舌尖頭器は、その斜方向が右肩上がりとなるが、北海道

に分布する斜行有舌尖頭器は左肩上がりとなる。日本列島における斜行有舌尖頭器は、北東北地

方付近を境とする西方と東方で斜方向を真逆とする。そしてこの東西差は晩氷期の約 13,000 

y.B.P.〈約 15,500 cal BP〉から約 11,000 y.B.P.〈約 13,000 cal BP〉頃の日本列島で一時的に併

存した。 

2） 晩氷期・石器群からは石器扱いの差が導出される。そしてこの石器扱いの違いは、石器

作りシステムの違いにより顕現化している。RL-斜行石器群が九州－四国－本州的規模で地域色

を有しつつ連なるホライズンを形成しており、LR-斜行石器群が北海道で固有のホライズンを形

成する。右肩上がりの有舌尖頭器は晩氷期後半の RL-斜行圏（九州－四国－本州）に消長し、左

肩上がりの有舌尖頭器は晩氷期の LR-斜行圏（北海道）に消長する。右肩上がりの有舌尖頭器と

左肩上がりの有舌尖頭器は異なる石器作りシステムの中に生まれて消えた。 

3） 剥離の向きと型式から有舌尖頭器の一系統的起源論を再確認すると、本州以西の小瀬が

沢系有舌尖頭器と北海道の立川系有舌尖頭器に右肩上がりないし左肩上がりの有舌尖頭器が認め

られる。この場合、立川系から小瀬が沢系の型式変化の間に石器扱いの変化を認めざるを得ず、

よって立川系と小瀬が沢系は別系統とみるべき結論に至る。この推論により由来を同じくしない

有舌尖頭器の存在が明示的となった。 

最後に「先史考古学における動作連鎖論」から東西差の意義を検討した。 

北海道・斜行石器群を構成する後半期細石刃石器群からは、強固なシェーンに逆位の石器扱い

が組み込まれた内鎖（インサイド・オブ・シェーン）および外鎖（アウト・オブ・シェーン）を

形成する石器作り（身体技法）が導き出された。北海道・左肩上がりの有舌尖頭器は北海道・固

有の動作連鎖により作られたと考えられる。他方、本州以西の西の世界には北海道と同型の動作

連鎖は認められないと考えられる。このように、本州以西と北海道が互いに異なる石器作りの文

化的伝統を有しており、それぞれ異なる石器作りの文化的伝統から二つの有舌尖頭器が作られて

いたことを明らかとした。 

 

これまでに、我が国の有舌尖頭器はごく一般的に大陸から渡来したと見なされてきた。すなわ

ち、旧石器時代から縄文時代へという文化の変化は、大陸起源という新たな文化的接触にその形

成の契機を求めてきた。北海道を伝播経路とし、そして、本土へと渡来した大陸起源の文物は、

我が国・当地の文化と融合・融和し、所与の縄文文化を形成した。こうした理解を支えたのがま

さに日本（北海道・本州・四国・九州）におけるひとつの有舌尖頭器文化であった。 

ところが、日本列島の有舌尖頭器は、東西の異なる石器作り文化に生まれて消えた結論に達す

る。この結論は同時に、日本の一系統的有舌尖頭器が成立する余地が無いことを実証的に説明で

きたことを意味するのであり、所与の縄文文化を否定するものであった。 

このように、本研究は石器づくりの実験考古学による独自の分析手法を介して、晩氷期の日本

列島における 2 つの石器文化を描き出すことで、日本の一系統的有舌尖頭器が成立する余地が無

いことを実証的に説明している。 

 


